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  アメリカの高校生とチャットで 「国際交流」  

       Google meet の活用、素敵な年賀状も 

 あらゆる分野でＩＣＴを活用することが主流となってきており、教育分野

も大きく変革しようとしています。小・中学校ではすべての児童生徒の 

「1人1台端末」等のＩＣＴ環境を整備する「ＧＩＧＡスクール構想の実現」を

当初予定していた２０２３年の達成目標より前倒しすることになりました。

本校でも多様な子どもたちを誰一人取り残すことなく、かつ公正で個別

に最適化された創造性を育む学びを実現するため、教材としてタブレット

を全校で一斉に導入いたします。 また、スマートフォンは今年度中に 

複数回の試行期間を経て、来年度より生徒自身が自己管理する予定

です。 

 修学旅行や語学研修で相互交流している、アメリカ・ロスアラミトス高校

の生徒たちから年賀状が届きました。年賀状は日本アニメのキャラクター

など、日本文化に親しみを感じる物が多くありました。コロナが収まって 

直接会えることを願っています。コロナで直接会う機会はありませんでした

が、アドバンスコースの２年生の英語の授業ではGoogle meetを活用して 

ロスアラミトス高校の生徒たちとインターネットを通じて国際交流を行い、

コミュニケーションを取ることができました。今年は予定していたロサンゼ

ルス修学旅行が中止となり、例年現地で交流をしているロスアラミトス 

高校の生徒たちは今も家庭でのオンライン学習の日々が続いています。

ネットをつないで顔を見ながら交流をし、英語と日本語を交えてお互いの

状況や趣味のことなど、楽しく会話をすることができました。交流２回目ではインターネットで中継をつないで、沼津中央 

高校の施設を紹介しました。映像を映しながら、英語で説明を行いました。校内の様子は日米で全く違うので、画面の  

向こうのアメリカの生徒たちは画面に釘付けになり、「これは何のため？こういう時はどうするの？」などの質問が飛び交って

いました。 

  １人１台タブレット、ＩＣＴの活用 

   社会で役立つＩＣＴスキルを育む 
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